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森正人氏蒐集のコメツキムシ

岸井 尚
〒569-1044高観市上土室1-10, 6-410

本誌の別の報告でも述べたが,故北山昭君が残された個人的蒐集のコメツキムシ資料と共に, その
良き友人で研究協力者でもあった森正人さんから, 同氏が日本各地でこれまで個人的に採集されて
いた多くの甲虫からコメツキムシ資料を筆者の研究用にと頂いた. その中で北海道産の資料につい
ては多くの興味深い事実があるので別に述べることとし, 本報告は主として束北地方から中部地域
までの本州産の資料について めたもので, 多くの興味ある新知見を含んでいる. 改めて森さんの
ご好意には深い感謝の意を表したい.

Pectocera higehige KlsHn, 1993 ヒゲコメ ツキ
兵庫県飾磨郡家島町黒島, l ♀, 19. Vn. 1989.
兵庫県では本土並びに淡路島からも多くの記録があるが, 家島町黒島からの記録は多分初めて
と思われる.
Agrypnlis(Agrypnus) binodulus binodulus(MoTscHuLsKY, l861) サビキコリ
秋田県大館市, 2 (i'、,1 早,18. vL l992; 岩手県和賀郡東和町,3 cl'', 2. VI.1993;福島県郡山市西
会津町,1 (j'、,20. vII i993;2 , 20. Vm. 1993; 同夏出町, 23、 , 1 ♀,5. VI. 1992; l , l ♀,1. VII.
l992;4(i'、 (i'', 4早♀,17. vn.1992; 石川県七尾市,1 (i'', 18. V. 1992; 長野県諏訪市霧ヶ峰, l ♀,8. VI.
1993; 岐阜県武儀郡板取村, 2 ,2早早, 1. VI 1993; 三重県亀山市野登山,2 , 23. V. l998; 兵庫
県宝塚市大原野,1 ie. Vm. 1996.
Agrypnus(Agrypnus) cordicollis(CANDiizE, l865) ムナビロサビキコリ
秋田県大館市, l (i'、, l8. vL1992; 岩手県和賀郡束和町,1 ,i'、,2. VI.1993; 福島県郡山市夏出町,1 (i'、,
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1. Vn. 1992; 岐阜県武儀郡板取村, 1 , 1 . v I. 1993.

Agrypnus(Sabikikorius) ftdiginosus(CANDEzE,1865) ホソサビキコリ
福島県郡山市西会津町, lex., 20. vn. l993.

Agrypnus(Colaulon) serof‘a scrota(CANDEzE, l873) ヒメサビキコリ
兵庫県加古川市加古川,4 (i'' (i'',8 早♀,20. n.1989.

TetriguslewlsiCANDEzE,1873 オオクシヒゲコメツキ
大阪府茨木市, l f,4. Vm. l988.

aypnoidus n'vuhnus n'vah's(LEMs,1894) チビヒサゴコメツキ
山形県束田川郡立川町月山,1 , 29. I x . 1979.

LEWIS(1894: l84) が青森県岩木山頂で採集し, 独立種として命名した種であるが, 筆者はユー
ラシア大陸の高地帶と高緯度地域に広く分布し, 北米の一部にも棲息の知られている原名亜種の
検討の結果として, 本邦産上記種の後翅の退化縮小すること, 雄交尾器形状の著しい類似, 一般
外形構造の明瞭な類似などによって,  ヨーロッパ原産種の亜種と位置づけるのが妥当と思う . 筆
者の同定によって塚本 (1983: 85) 及び草刈 (1983:5) の両氏は, 邦産の本種を初めて上記の名称で
記録した,  さらに現在では北海道本土と利尻島産の個体群及び礼文島産個体群は, それぞれ別亜
種群とされている. 本州ではこれまでに束北各地の高地帯 (八甲田山・ 櫛ヶ峰・ 岩木山・ 八幡平・ 駒
ケ岳・ 鳥海山・ 月山・ 吾妻山) などから知られ, 全て亜種1-tvatis と見られている. 山形県では鳥海
山からの最初の記録が白畑・黒澤(1972:257) によってなされ, 月山からは馬場・大平(1978:33) が
記録している.
Homotechaes bruMteofuscus(NAKANE,1954) チャグロヒサゴコメツキ
岐阜県武儀郡板取村, 1 (i'', 1. vI. 1993.

Homotechaesmotschulskyi subsp. イタドリミヤマヒサゴコメツキ(仮称)
岐阜県武儀郡板取村,1 f ,2♀早,1. vI.1993.
現在ミヤマヒサゴコメツキの亜種群は極めて多く, 調査が進むとまだ相当数の新しいものが発
見される可能性は大である. 福島・ 栃木- 新潟・ 群馬- 長野に互る山地帯で最も多くの亜種に分かれ
て分布しており, 特に栃木では未記載のものが多い. 今回得られた岐阜県美濃市の北北西に位置
する板取村は,  これまで記録されている何れの本種の産地とは相当に離れており, 山系としては
白山に連なるが, 得られた3 頭の資料は一見して白山系の個体群より大きく, 両性の生殖器構造
でも異なり, 新しい亜種群であることは明らかである.
Aseoh'oeer“s “yian'h's (LEWIS, 1894) キアシクロヒラタコメツキ

鳥取県八頭郡八東町原1ノ山, l , 19. v . l995.

Ascoliocerussamtilissaxatnis(LEWIS,1894) ヒラタクロコメツキ
岐阜県武儀郡板取村, 1 , 2早早, 1. vI. l993.

Nothodes marglnicollis(LEWIS,1894) ウスチャイロカネコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町, 1 ・ 11.  vI .1992

Cidnopus marginl'pennis(LEWIS, l894) ルイスカネコメツキ(写真1)
長野県下高井郡山ノ内町,7 (i'、, 11. vI. 1992.
本州の中央山岳地帯でのみ知られ, 現在まで分布の判明しているのは新潟・ 栃木・ 長野・ 山梨の

4 県に過ぎない.
Limoniscusimitans(LEWIS,1894) タテジマカネコメツキ(写真2)
福島県郡山市西会津町,1 ,12. V.1993; 大阪府茨木市,1 ♀,24. v.1988.
従来, 次種との関係が論議されることの多い種であるが, LEWIS(1894: l96- l97) も記載中で明
記しているように,  この2種間では前胸背板の点刻状態が明らかに異なる. 両種共にその点刻は
密であるが, 本種では点刻間は明らかに離れており, 次種のように互いに融合状になることはな
い.  また一般に本種の方がやや小型でスリムな感じが強い. なお, その分布域は次種として記録
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写真1_g. l, ルイスカネコメッキ( f, 長野県山ノ内町,8.2 mm);2, タテジマカネコメツキ(  , 大販府茨木市,7. 6 mm);3 , 
マトカネコメッキ( f , 岩手県東和町,10.7 mm);4, シナノカネコメツキ(♀, 長野県 訪市, 12.0mm);5, メダカッヤハダ

コメッキ(cl'、, 福島県郡山市,9.5 mm);6, アカハネフトヒラタコメツキ(l度単県神岡町大多和 ): a, ( (1'、, 12.8 mm); b, ( ♀,
16.3 mm);7, コゲチャホソヒラタコメツキ ( , 長野県大桑村.9.5 mm);8, ホソシモフリコメツキ( f , 長野県山ノ内町,
l3.6 mm);9, アカアシシモフリコメツキ( ♀, 福島県郡山市,20.0mm).

されたものも多く, LEWISの基準標本(Miyanoshita, 3 males) (神奈川県箱根宮ノ下) 以外では群馬'
新潟・ 京都・和歌山・ 兵庫・福岡からab. imitansまたはvar. in,titansとして報告されたものと, 今回
の福島県- 大阪府の記録があるに過ぎない. 筆者はこれら以外に次のような資料を検している (各
県代表1例ずつ記録).
山梨県韮崎市円野町 (l , l l. v. 1999, 細田倖市leg); 三重県四日市市宮妻峡谷 (l 早,20.V.1979,
生川展行leg.); 滋賀県高島郡今津町三十三間山(1 ,i'、,26. V. l984, 水野弘造leg.); 奈良県吉野郡大
台ヶ原山(1 (j'、,13. vI.1982, 高橋敞leg); 鳥取県西伯郡大山(1 ,23. VL1951, M. Kishi leg) ; 高知
県高知市塚の原(1 ♀,18. IV.1972, 島本龍一leg.).

Limoniscus l,matus(CANDiizE,1873) タテスジカネコメツキ
鳥取県八頭郡八東町扇ノ山, l 早,19. V.1995.
鳥取県からは初めての記録と思われる.
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Limoniscus yamatoKlsHn, 1998 ヤマトカネコメツキ(写真3 )
岩手県和賀郡東和町,2 (i'、 f,1 ♀,2. VI.1993.

LimoniscushinakuraiKIsHn,1998 シナノカネコメツキ(写真4 )
長野県諏訪市,1 早,26. VII i993.
長野県の開田村産の資料で記載されたが, その後新潟・ 京都・ 奈良からも記録された・ 前種によ
く似てぃるが, 一般的には体毛の色彩が銀白色で, 前種が黄金色なのと見分けゃすぃが, 前胸背
板の点刻の大きさ形状も互いに異なる.
Limoniuseximius LEWIS, l894 ムラサキヒメカネコメツキ
福島県郡山市夏出町,1 ♀,5. vI. l992; 大阪府茨木市,1 , 24. V. 1988.

Stenagostus umbratais(LEWIS,1894) オオツヤハダコメツキ
滋賀県滋賀郡志賀町比良山,1 ♀,22. Vn.1995.

MedakathousJ'actatusJ'actatus(LEWIS, l894) メダカッヤハダコメツキ(写真5 )
福島県郡山市西会津町,4 (i'、 f,1 早,20. Vn.1993.
珍しい種ではないが, 福島からの記録は初めてのようである.

Hemtcrepidius(Hemicl・、epidius) secessus secessus(CANDETZE, l873) クロツヤハダコメツキ
福島県郡山市西会津町,2 (i'、 f, l 早,20. vIL1993; l (i'', l ♀,20. Vm.1993;同夏出町,2 (i'、 cl'、,17・

vn. lgg2; 東京都青梅市白岩,1 (i'、,27. vI.1981; 長野県諏訪市,3 (i'、 f,26. Vn.1993; 大阪府阪南市,
l ♀,8. VII i989.
Hemicrepidius(Hemicrepidius) sinuatus sinuatus(LEWIS,1894) コクロツヤハダコメツキ
福島県郡山市西会津町, 2 ,1 早,20. VII i993;1 (i'、,20. Vm. l993;同夏出町,1 (i'、,1. VII・1992;

2 (i'1,17. vII i992;長野県諏訪市,3 (i'、 (i'1,1 ♀,26. VII i993.
本州の山地では珍しい種でないが, 一時期前種の変異型と見られていたので,  本種としての記
録がなされてからは短く, 各地のファウナから漏れていることがあると思うが, 福島からもその
記録がないようである.
Hemicrepidius(Hemicrepidius) deserter deserter(CANDliTZE,1873) ヒメクロツヤハダコメツキ
長野県諏訪市,4 (i'、 (i'',26. vn.1993; 滋賀県滋賀郡志賀町比良山, l (i'、,22. Vn.1995.

Acteniceromorphasfulvipennis(LEWIS,1894) アカハネフトヒラタコメツキ(写真6 )
岐阜県吉城郡神岡町大多和峠,2 (i'、 f ,1 ♀,6. VI.1997.
上翅が赤橙色のフトヒラタコメツキは3 種知られ, 普通種ではないが本種と次種が広く低山地
で得られ, 互いによく似てぃて混同されていることが多い. 他のl種は高山の草原で見られ, 上
翅色彩は濃赤色に近い. 本種は次種よ りやや大型で, 本州中央部で得られる種は本種が殆どであ
るが, 四国・ 九州からの記録もある. 岐阜県からの報告例は見ないが, 周辺の山梨・ 富山' 石川' 三
重・ 京都からの資料は確認しており, 山梨県風風山では多くの個体が採集されている.
Acteniceromorphaschlamydatus(LEWIS,1894) べニバネフトヒラタコメツキ
兵庫県宍粟郡波賀町坂の谷,1 , 3. V. 1989.

前種より小型で軟弱な感じの個体が多い. 一般に西南日本に多く見られ, 京都府下では殆どが
本種である.
Acteniceromorphuskurofuaei (MrwA,1934) ミヤマフトヒラタコメツキ
岐阜県吉城郡神岡町大多和峠,1 ♀,6. vI.1997; 鳥取県八頭郡八東町扇ノ山, l ,i'',3 早早, l9. V.1995.

Corymbitodesgratus(LEWIS, l894) ドゥガネヒラタコメツキ
岩手県和賀郡東和町,2♀♀,2. vI.1993; 長野県下高井郡山ノ内町,4早♀, l t. VI. l992;4早早,12.

VI. 1992.
Corymbitodes sp. ニセホソヒラタコメツキ(仮称)
長野県西筑摩郡大桑村,1 早,26. V. 1992.
これまでに十数頭の資料を検しているが, その殆どは日本海沿岸の石川・ 新潟・ 佐渡島・ 山形・ 青
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森で採集されたもので, 今回の長野県は初めての資料である. 最近記載された C kiiensis OHIRA,
1ggg キイホソヒラタコメツキに極めてよく似た種であるが, より太短く, 触角と前胸背構造な
どが明瞭に異なるので, 近く記載を予定している.
Corymbitodes concolor(LEWIS,1894) ホソヒラタコメツキ
兵庫県宍粟郡波賀町赤西渓谷,1 (i'、,4. V.1987.

Corymbitodesobscunpes(LEWIS, l894) コゲチャホソヒラタコメツキ(写真7)
長野県下高井郡山ノ内町,4(i'、 (i'、,11. VL1992; 同西筑摩郡大桑村,1 (i'、,26. V. l992.
本州全域の分布が知られているが個体数は少ない. 中部地域では岐阜・ 愛知から記録されてい
るが, 長野県からの報告例はないようである. ホソヒラタコメツキ類は両性の生殖器構造が互い
によく似てぃるので, 他のコメツキのようにその差異点が分類上の決め手の一つにはなりにくく,
分類の難しいグループの一つである.
Corymbitodes nikkoensis (JAKoBsoN,1913) べニホソヒラタコメツキ
兵庫県宍粟郡波賀町坂の谷, l 早,3. V.1989.

Acteniceruspruinosus MoTscHuLsKY, l861 シモフリコメツキ
栃木県大田原市倉骨, l f ,24. Iv.1992; 岐阜県武儀郡板取村,1 早,1. VI. l993; 兵庫県宍粟郡波賀
町坂の谷, l f ,3. V. 1989.
Acteniceruskiashianus(MrwA,1928) ホソシモフリコメツキ(写真8)
岩手県和賀郡束和町, 2 ,1 ,2. vi l993; 石川県七尾市,1 (i'、,2♀♀,18. V. l992; 長野県下高
井郡山ノ内町,1 (i'、,12. VI. l992.
Actenicertis asmaka KlsHn, l985 アカアシシモフリコメツキ(写真9)
福島県郡山市夏出町, l ♀, 5. VI. 1992.
邦産のシモフリコメツキ類中, A glganteusヨコヅナシモフリ及びA kunimiクニミシモフリと
共に最も大型肥厚した体形のものの一つで, これらよりやや小振りなA.o,lentalisオオシモフリな
どに上翅毛斑などはよく似てぃる.  しかし, 毛色・ 体表光沢・ 脚部色彩・ 前胸背板形状・ 同点刻状態に
はそれぞれ特有の明瞭な違いがあり, 更に雄交尾器の側片先端部形状と雌貯精嚢内にある2種類の角
質板形状などの差異点で種の区分は困難でない. 本種は余り多い種でなく, これまでに東京・ 岐阜・
愛知・ 三重・ 京都・ 奈良・ 兵庫・ 岡山から知られているが資科数は少なく, 今回の福島は初めてである.
Actenicerus orientalis(CANDETzE,1889) オオシモフリコメツキ
岩手県和賀郡東和町, l ,18. vI.1992; 福島県郡山市西会津町, l (i'、,12. V.1993; 長野県下高井郡
山ノ内町,8 cl'、,11. vI.1992;1 (i'、,12. VI. l992; 岐阜県武儀郡板取村, l , 1 . V I. 1993.

次種の項でも述べるが, 本州中央山岳地域(新潟・ 富山・ 山梨・ 長野・ 岐阜) に分布する大型のシモ
フリコメツキ類には, 地域ごとに微妙な構造上の変異が認められ, 同種内の変異の枠を越えると
考えざるを得ない複数の個体群が棲息しているのは疑いない. 今回の資料では上記の山ノ内町で
得られたものを本種A. orientalisオオシモフリと同定するには些か購路する点もあるが, 新しい
ものとするには, これら他地域産の多くの資料との詳細な比較検討を必要としよう.
Actenicerussp. フトシモフリコメツキ(仮称)
長野県下高井郡山ノ内町, 2 <i'、,12. vI.1992; 岐阜県吉城郡神岡町大多和峠, l 早,6. VI. l997.
前記したように中部山岳地帯に分布するシモフリコメツキ類には, 一見A. orientalisオオシモ
フリに似てぃるがこれとは微妙に異なる地域的に分化したと見られる個体群が複数あり, これま
でにも御嶽山の湿地帯で発見されたA toyos1limaiオンタケシモフリがある. また乗鞍岳周辺の個
体群はこれとも異なり, 更に上記の資料もこれらとよく似てぃるがそれぞれ微妙に異なった特徴
をもつ. 更にだいぶ以前(1956) に採集され, 最近検討を依頼された岐阜県神岡町大多和峠産のl雌
個体は, 今回の同じ大多和峠産の雌個体より明瞭に大型で, 前胸背板点刻状態も著しい違いが認め
られ, 貯精嚢内の2種類の角質板構造も大きく異なり, 明らかに異なるものであった. これらの資料
については更なる検討が必要であるが, それぞれが異なる個体群であることは明らかである.
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l2
写真10_l2. 10, チャイロコメッキ( f, 福島県部山市, 10.0 mm); 11, ツガルアカコメツキ(長野県山ノ内町): a, ( ♀

mm); b, 雌貯統養内剌状構造(同,8255); l2, ケブカコクロコメツキ( f , 長野県 訪市霧ヶ峰,8.6 mm).
l t.9

Anostirus(lpostirus) da'mio(LEWIS, 1894) ダイ ミ ヨウヒラタコメツキ
岩手県和賀郡束和町, 2 (i'、 f ,2. VI.1993.

Denticouis nipponensis nlpponensis OHIRA,1973 べニコメツキ
岩手県和賀郡東和町,1 (i'、,2. vI.1993; 福島県郡山市夏出町,1 ,i'、,5. VI.1992; 長野県諏訪市霧ヶ
峰,2 ,8. vI.1993; 同下高井郡山ノ内町,4(i'' (i'、,11. VI.1992.
Denticouis miniatus(CANDETzE,1885) ミヤマペニコメツキ
福島県郡山市束出町, 1 ,5. vI.1992; 長野県諏訪市霧ヶ峰,1 , 8. VI. l 993.

Haterumetaterbicannatus bicarinatus(CANDtTzE,1873) チャイロコメツキ(写真10)
福島県郡山市西会津町, 1 (i'、, 20. Vn. 1993.
北海道から南西諸島の照葉樹林や広葉樹の多い地では燈火によく集まる種で, 南西諸島などに
棲息するものは幾つかの亜種に分けられている. 福島からの報告例は初めてと思われる.
Reitterelater rugipennis(LEWIS,1894) アラハダチャイロコメツキ
愛知県束加茂郡足助町,1 (i'、,21-22. IX. l991, at light.

Ampedus(Miwaelater) carbunculus(LEWIS,1879) ヒメクロコメツキ
岐阜県武儀郡板取村, l ♀, 1. VI. 1993.

Ampedl‘s(Ampedus) sp. アカコメツキの一種
長野県諏訪市霧ヶ峰, l (i'、, 1 早, 8. VI. 1993.
山梨県の風凰山とその周辺で多数の資料が得られているA gozaishiゴザイシアカに似た種で
あるが,  これとは両性生殖器構造に明瞭な違いが認められ,  また最近記載されたA motoshigei
キイァカとも似るが, 上翅の色彩がより濃色でやや小型, 更に貯精嚢内の刺状突起形状も似てぃ
るが, 大小2種の突起を持ち, 大きく長いものがほぼ70個で多く , 極めて小型で短いのがほぼ20
個位あり, キイアカでは長いものほぼ60個で短小なものは認められない点で大きく異なる. 種数
の多い邦産のアカコメツキにまた新しく種が加わることになりそうである.
Ampedus(Ampedus) tsugaruKlsHn, l992 ツガルアカコメツキ(写真ll)
長野県下高井郡山ノ内町, l 早,11. VL1992.
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本種は青森県岩木山頂で五所川原市の斎藤仁志さ んが採集された1 雌個体で記載された も の
で, その独特の体形と強い光沢, 及び貯精嚢内の刺状突起形状などから紛らわしい種は他に見あ
たらない. 今回, 全く同じ特徴を持つ上記個体が, 極めて違隔の山ノ内町で発見されたのには些か
驚いたが, 詳細な比較検討の結果でもやはり同種であると判断したものである.
Ampedus(Ampedus) tokugoensis W. Suzula,1985 ミヤマホソチャバネコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町,2 (i'、 (i'、, l t. VL l992.

Ampedus(Ampedus) aureoyestittlsaureovestitusKIsHn, l966 ケブカコクロコメツキ (写真12)
長野県諏訪市霧ヶ峰,1 f ,8. VI. 1993.

Ampedus(Ampedus) tenlastriatus(LEWIS,1894) ホソクロコメツキ
岐阜県武儀郡板取村,1 早,1. vI. 1993; 兵庫県宍粟郡波賀町坂の谷,2 (i'、 f ,3. V. l989.

Ampedus(Ampedus)J'aponicusJ'aponicus SILFvERBERG,1977 アカアシクロコメツキ
岩手県和賀郡東和町,1 早,18. VL1992.

Ampedus(Ampedus) hypogastricushypogastricus(CANDETzE,1873) アカハラクロコメツキ
岩手県和賀郡束和町,2 ♀♀,2. vI.1993; 福島県郡山市夏出町,1 早, l7. Vn. l992; 石川県七尾市, 2
♀早, l8. v. l992; 東京都青梅市白岩,1 ♀,27. vI.1981; 京都市峰床山,2 exs.,25. V.1996; 兵庫県宍粟
郡波賀町赤西渓谷, 1 ,4. V.1987; 岡山県英田郡美作町,1 早,14. V.1988.
Ampedus(Ampedus) vestltus yes前us(LEWIS,1894) ケブカクロコメツキ
束京都青梅市白岩, l (i'、,27. VL1981; 京都市峰床山, l (i'、,25. V.1996.
束京都内からは初めての記録例と思われる.

Dalopiusexltis KlsHn,1956 ナガナカグロヒメコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町, 2 (i'、 (i'、, l t. VI. 1992.

DalopiusnaomiiKIsHn,1981 ナオミヒメコメツキ(写真13)
長野県下高井郡山ノ内町, 1 早, 11. VI. l992.
当初, 岐阜県新穂高温泉で直海俊一郎さんが採集された雄個体を基準標本に, 長野・ 新潟などか
ら得られた資料と共に記載したものであるが, その後青森・ 岩手・ 福島・ 栃木・ 静岡・ 大分からも記
録された.  ヒメコメツキ類では見間違うことのない特徴のある色彩と雄交尾器の独特な形態など
で, 分布域は中部山岳地帯のみと考えていたのが思いの外広いのに驚いている.  しかし, 何れで
も多くの資料が得られることはないようで,  ヒメコメツキ類ではやはり珍しい種と言えよう.
Ectinoidesmsignitusinsignitus(LEWIS,1894) ヨツキボシコメツキ
福島県郡山市夏出町,2早♀,5. vI. l992;1 早,1. Vn.1992; 岐阜県武儀郡板取村,1 早,1. VI. l993.
普通に見られる種の一つであるが, 福島からの記録は初めてのようである.

Ecti,tusendatus(CANDiizE,1873) ムナボソコメツキ
岩手県和賀郡東和町, l (i'、,2. VI.1993.

Ectinus tnsidiosus(LEWIS,1894) キアシクロムナボソコメツキ
福島県郡山市夏出町, l 早,1. vn.1992; 長野県諏訪市霧ヶ峰, l (i'、,1 早,8. VI l993; 同下高井郡山ノ
内町,3早早,11. VI.1992.
Ectinuslongiconis(LEWIS,1894) ムネナガカバイロコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町, 7 , 5 ♀♀,11. VI. 1992;8 exs., l2. VL 1992.

Ectinusdahuricuspersimilis(LEWIS,1894) オオカバイロコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町,1 ,3♀♀, l l. VI. 1992; 3 exs., 12. VI. 1992.
canussen'ceus sen'ceus(CANDEzE,1878) カバイロコメツキ
秋田県大館市, 1 ,1 ♀,18. vI.1992; 岩手県和賀郡東和町,1 ♀, l8. VI. l992; 長野県下高井郡山ノ
内町,3 (j'、,2♀♀,11. vI. l992; 同諏訪市霧ヶ峰,2 (i'、,8. VI. l993;1 ex.,26. VII i993; 岐阜県武儀
郡板取村,1 早,1. vL1993; 兵庫県宍粟郡波賀町坂の谷,1 (i'、,3. V. l989; 鳥取県八頭郡八東町扇ノ山,
1 早, 19. V. 1995.
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Serious bjfoyeolatus(LEWIS, l894) コガネホソコメツキ
岐阜県吉城郡神岡町大多和峠,1 ♀,6. vI.1997.

Nipponoelater sieboldi siebotdi (CANDEzE, 1873) オオナガコメツキ

兵庫県宝塚市大原野,1 ♀,10. vm. l996.
本種の属名については本誌の別の報告(未刊) でも述べているので, 詳述は避けるが, 最近用い
られている北米などに分布する 0,-thostethus属とは, 中胸腹板溝構造の明確な違いが認められ,
雄生殖器構造での相同点はあるが,  アジア産のナガコメツキ類にこれと一致する特徴をもつ種を
筆者は検してぃなぃ.
Vuilletusvindis(LEWIS, l894) ミドリヒメコメツキ
長野県下高井郡山ノ内町,1 , l l. vI. l992; 岐阜県武儀郡板取村, l 早,1. vI. l993.

Vuilletuscrebrepunctatus(NAKANE, 1959) オオミ ドリヒメコメツキ

兵庫県宍粟郡波賀町坂の谷,1 早,3. v.1989; 鳥取県八頭郡八東町扇ノ山,1 早,19. v.1995.
Vuilletusperopaeus (NAKANE, 1959) ツヤケシミ ドリヒメコメツキ

岐阜県武儀郡板取村,1 早,1. vI. l993.
Vuilletusyamazakii OHIRA, l987 ツヤミ ドリヒメコメツキ

岐阜県武儀郡板取村,1 ♀,1. vI.1993.
愛知県段戸山を基準標本産地とし, 長野県上高地・ 三重県平倉の資料で記載されたが, 東海・ 中
部の山地には広く分布している. 今回の岐阜県は初めての記録であるが,  この他に筆者は奈良・
福井・ 新潟・ 山梨などの資料も検しているので, それぞれの主なデータを下記する.
奈良県吉野郡上北山村(大峰山)白川又, l 早, l7. v.1980, 水野弘造 leg; 福井県大野郡和泉村三面
谷,1 ♀,8. VI.1986, 斎藤昌弘leg.; 新潟県北蒲原郡黒川村,1 早,15. V. l955, 馬場金太郎leg.;1 ,

7. V.1956, ditto; 新潟県中頸城郡妙高高原町火打山,1 ♀,5. vn.1997, 山屋茂人leg; 山梨県韮崎
市風風山御座石鉱泉,4(i'' f ,2 ♀,20. V.1988 ~l7. v. l991, 細田倖市leg.

Dolerosomus gracilis(CANDiizE,1873) キバネホソコメツキ
秋田県大館市,3 (i'' (i'',1 早,18. VI.1992; 岩手県和賀郡東和町,2 (i'',2 早,2. vI. l993; 福島県郡山
市夏出町, 1 ,5. VI.1992; 同西会津町,2(i'、 1, 12. V.1993; 栃木県大田原市倉骨,2(i'、 f , 1 ♀,24. Iv.
l992; 石川県七尾市, 2 早,18. V.1992; 長野県下高井郡山ノ内町, 1 (i'、, l 早, l t. vI. l992; 岐阜県武
儀郡板取村, l , 1. VI. 1993; 三重県亀山市野登山, 1 ♀,23. v. 1998; 兵庫県宍栗郡波賀町赤西渓谷,
2(i'、 f ,2早♀,4. V.1987; 岡山県英田郡美作町, l , 14. v . l988.

Lanecaruspalustris (LEWIS, 1894) ニセクチブトコメツキ
秋田県大館市,1 , 18. v I. 1992.
束北地方では青森と岩手からの報告例があるがその他はなく , 秋田は初めてと見られる.

Silesismusculusmusculus CANDtzE, 1873 クチブトコメツキ

福島県郡山市西会津町, lex.,20. VII i993;3 (i'、, 20. vm. l993; 同夏出町,2 exs., 1. vII i992; 27
exs.,17. VII i992; 長野県諏訪市,14 exs.,26. VII i993.
Glyphonyx:dalopioides NAKANE, 1958 クロスジクチボソコメツキ

福島県郡山市西会津町,1 (i'l,20. vn. l993; lex.,20. vm. l993.
Melanotus annosusCANDEzE, 1865 クロツヤクシコメツキ

岩手県和賀郡東和町, 1 ,2. VI 1993; 福島県郡山市夏出町, 2 ,5. vI. 1992; 1 (i'', 1. vn.1992;
同西会津町,2 , 20. v II i 993.

Melanotus legatoidesKlsHn,1975 ヒメクシコメツキ
福島県郡山市夏出町,1 ♀, l7. Vn.1992; 同西会津町,1 早,20. vn.1993.

Melanotus legatuslegatus CANDtzE,1860クシコメツキ
束京都青梅市白岩, l ,27. VI. l981; 兵庫県飾磨郡家島町黒島,4(i'' f ,19. vIL l989.
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写真 13- l5. l3, ナオミ ヒメコメ

ツキ (♀, 長野県山ノ内町, 7.2
mm);14, マルクビクシコメツ
キ ( cl'' , 伊豆語島新島, 7.9
mm); l5, オオマルクビクシコ
メ ツキ (cl'、, 福島県部山市,8.0
mm).

Metanotus correctus correetus CANDEzE, 1865 ヒラタクロクシコメツキ
秋田県大館市,1 ,18. vI. 1992; 岩手県和賀郡東和町, 1 ,2. VL l993; 福島県郡山市夏出町,1 (i'、,

1. vn.1992; 石川県七尾市, l (i'',18. v.1992; 岐阜県武儀郡板取村,3 (i'、 (i'、,1. VI.1993.
Melanotusspernendus spemendus CANDEzE,1873 ナガチャクシコメツキ
岐阜県武儀郡板取村,1 , l ♀, 1. VI. 1993.

Melanotussenilissenitis CANDEzE,1865 クロクシコメツキ
秋田県大館市,1 (i'、,18. vI.1992; 福島県郡山市夏出町,1 , 5. V I. l992; l , 1. Vn.1992; 同西会津

町, l ♀,20. vIn.1993; 石川県七尾市,3 (i'、,18. V. l992; 三重県亀山市野登山, l f ,23. V. l998.
Melanotus erythfopygl‘s erythropygus CANDiizE,1873 コガタクシコメツキ
秋田県大館市,6(i'' f,18. vI.1992; 岩手県和賀郡東和町,3 (i'、 f,2. VI. l993; 東京都伊豆諸島新島,

1 (i'、,1. v.1992; 岐阜県武儀郡板取村,3 (i'、 f ,1. VI. l993.
MelanotusfortnumifortnlaniCANDEzE,1878 マルクビクシコメツキ(写真14)
東京都伊豆諸島新島,1 f , l. V. l992.
前種は伊豆諸島では多くの島から記録されているが, 本種の方は全国的に島l良からの記録例は
ないようでこれが初めてと思われる.
Melanotus niponicus OHIRA,1964 オオマルクビクシコメツキ(写真15)
福島県郡山市西会津町,1 , 12. V. 1993.

Melanotus seniculusCANDEzE,1873 チャバネクシコメツキ
福島県郡山市西会津町,1 , 12. V. 1993.

Spheniscosomuskoikei(KIsHIl et OHIRA,1956) ヒラタクシコメツキ
秋田県大館市,1 ,18. vI.1992; 福島県郡山市夏出町,1 ♀,1. VII i992;1 早,17. VII i992; 愛知県
束加茂郡足助町,2 , 21-22. I X. 1991, at light.
Sphem'scosomusJ'aponieus(0HIRA,1974) ハネナガオオクシコメツキ
福島県郡山市夏出町,3 (i'、 (i'、,1. VII i992; l cl'、,17. VII i992.

Spheniscosomus cete cete CANDEzE,1860アカアシオオクシコメツキ
福島県郡山市夏出町, l f,1 早,5. vL l992;2♀♀,1. VII i992;2♀早,17. VII i992; 石川県七尾市,

1 (j'、, l ,18. v.1992; 長野県下高井郡山ノ内町,1 (i'、,1 ♀,11. VI.1992; 愛知県東加茂郡足助町,1 (i'、,
21_22. Ix. l991, at light; 大阪府阪南市,1 ♀,8. VII i989.
Fleutiauxellus(Migiwa) niponicus(KIsHn,1957) ニホンミズギワコメツキ
岐阜県武儀郡板取村,1 (i'、, l ,

1. V I. l993.
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長野県の上高地産の資料が基準標本で, 青森から九州 ま での広い分布域が分かっているので,
岐阜県にも当然分布すると思われるが報告例は見てぃなぃ.
Fleutiauxellus(Migiwa) yotsuboshi (KIsHn, l976) ヨツボシミズギワコメツキ
兵庫県神戸市武庫川道場, l f ,1 , 5. X. l 997.

Zorochros(Yamatostrius) albipilis(CANDiizE, l873) シラケチビミズギワコメツキ
東京都伊豆諸島新島,1 ex.,1. v. l992; 兵庫県淡路島三原郡南淡町,2 exs.,10. Vn.1989.
淡路島からは既に記録されているが, 伊豆諸島の分布記録はないようなので, 今回の新島は初め
てと思われる.
QuasmmsechigoanusKIsHn,1976 エチゴチビマメコメツキ
福島県郡山市夏出町, lex.,5. VI.1992.
新潟県各地の7頭の資料で記載されたが, 後に秋田県六郷町の黒森 からも報告された(馬場・ 岸

井,1979:8). その後の報告例はなく, 福島県からは初めてである.
Yukoana canniconis(LEWIS, l894) へリムネマメコメツキ
栃木県大田原市倉骨,1 , 24. 「V. l992.

Dicronychas nothus(CANDiizE,1865) オオハナコメツキ
福島県郡山市西会津町, lex.,12. v. l993; 同夏出町, lex.,1. Vn.1992; 岐阜県武儀郡板取村,1 ,

1. V L 1993.

Cardiophoruspinguis LEWIS,1894 クロハナコメ ツキ
石川県七尾市, l ♀,18. v. l992; 京都市峰床山, lex.,25. V. l996.

Cardiophorus niponicus LEWIS, l894 ホソハナコメツキ
福島県郡山市夏出町,1 ex.,1. vn. l992.

Paracardiophoruspultatuspldlatus CANDEzE,1873 コハナコメツキ
束京都伊豆諸島新島,2 exs.,1. v.1992; 岐阜県武儀郡板取村, l 早,1. VI. l993; 兵庫県神戸市武庫
川道場, l , 5. X. 1997.

伊豆諸島からは大島・ 利島・ 三宅島の分布が報告されているが, 新島からは初めてと見られる.
paracardiophorus sequens sequens(CANDi-zE,1873) アカアシコハナコメツキ
兵庫県淡路島三原郡南淡町,1 ex.,10. v]1.1989; 同飾磨郡家島町黒島,4 exs., l9. Vn.1989.
淡路島を含め大阪湾沿岸地と播磨灘の本土沿岸では広く分布が知られているが, 家島からは初
めてと思われる .

< 参考文献>
馬場金太郎・岸井尚(l979). 秋田県のコメツキムシ.   越佐昆虫同好会々 報, 新潟,50: 6-26.
馬場金太郎・ 大平仁夫(1978). 山形県のコメツキムシについて.   越佐昆虫同好会々報, 新潟,48:31-41.
革刈広一 (l983). 山形・宮城のコメツキムシ. 山形昆虫同好会会誌,12: 4- l l .
Lewis, G. (l894). On the Elateridae of Japan. Ann. Mag nat. Hist., London, (6)Xm:182-201.
白畑孝太郎・ 黒澤良彦(1972). 爲海山・ 飛島の昆虫類. “.11t海山・ 飛島” (昆虫類). 山形県総合学術調査会, 山形県:218-262
塚本珪一 (1983). 新山の昆虫記.   山と溪谷社, 東京:238 p.

北山昭氏克集のコメツキムシ

岸井 尚
〒569-1044高観市上土室 l-10, 6-410

改めて北山昭君の早すぎる逝去に深い惜別の念と, 元気な頃のいつも変わらぬ人懐こい故人の笑
顔が思い出され, どうしようもない寂 感から抜け得ない満たされぬ気持ちが涌いてくる. 生前の
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北山君からはお会いする度に, 調査行の際個人的に採集された, 幾ばく かの三角紙包みかフィルム
ケースに入ったコメツキの資料を頂戴したものであった. その健康至極で根つからの自然好きな若
者(筆者から見て) の残像と共に本報告を草し, そのご冥福を祈念したい.
今回記録する資料は, 故人の生前勤務しておられた職場の同僚で, 良き研究仲間であった森正人さ
んから送られたものである. 故人の私物的なものを整理していた際に発見され, 筆者用にと用意され
ていたもので, 森さん個人の蒐集資料と共に, 筆者の研究用にとお送りぃただぃた. 故人並びに森
さんのご好意に深く謝意を表したい. なお, 資料は全て故人の採集によるものである.

Agrypnus(Agrypnus)binodulus binodulus(MoTscHuLsKY, 1861 ) サビキコ リ
千葉県木更津市草敷:3 cl'、 (i'',22-23. VL1994; 島根県出雲市稗原町:2早早,17-19. V.1994.

Agrypnus(Agrypnus) cordicoms(CANDEzE, l865) ムナビロサビキコリ
山形県立川町月山:1 , 13-16. VI. 1994.

Lacon(Alaotypus) maeklinii maeklinii (CANDEzE,1865) オオサビコメツキ
山形県立川町月山: l (i'、, 1 ♀,13- l6. VI. 1994.

Ascoliocerus saxatilis saxatilis(LEWIS, l894) ヒラタクロコメツキ
山形県立川町月山:1 (i'',13-16. VI. l994.

Harminius(Haminil‘s) singutaris hondoensisKlsHn, l985 コガタムネスジダンダラコメツキ(写真1 )
山形県立川町月山:1 , 13 - l6. V I. 1994.

原名亜種は北海道固有で, 樺太・ 済州島からの報告もあるが些か疑わしい. 本州以西の個体群は
上記の亜種であるが, 類似の別種が複数混生するので注意を要する. 束北地方では青森県からの
み知られており, 山形県からは初めてである. 近似のH nihonicusニホンムネスジダンダラが山
形から知られているが, 本種はより小型で前胸部が上翅肩部に比べ明瞭に幅が広く大きい.
Stenagostus umbratitis(LEWIS,1894) オオッヤハダコメツキ
山形県立川町月山:2♀♀, l3-16. VI.1994.
燈火採集で極めて普通に得られ, 束北地方で秋田と山形からの記録のみ見あたらないが, 広く
分布しているものと思われる.
Hemtcrepidius(Hemicrepidius) secessus secessus(CANDtZE,1873) クロツヤハダコメツキ
千葉県木更津市草敷:5 (i'、 (i'、,3 早早,22-23. VI.1994; 島根県出雲市稗原町: l , l5-17. V. l994.

Hemicrepidius(Hemicl・,epidius) sinuatus sinuatus(LEWIS,1894) コクロツヤハダコメツキ
千葉県木更津市草敷:1 早,22-23. VI.1994.
普通種であるが千葉県からの報告例を知らない.  しかし以前やや長期間, 前種の変異として扱
われていたので, 千葉県からの前種の記録に含まれていた可能性は強い.
Hemjcrepidius(Miwacrepidius) subcyaneus(MoTscHuLsKY, l866) ルリッヤハダコメツキ
千葉県木更津市草敷:1 早,22-23. VI. l994.

Acteniceromorphuskurofunei(MIwA,1934) ミヤマフトヒラタコメツキ
山形県立川町月山:3 (i'、,4 ♀, l3-16. VL l994,.

corymbitodesgratus(LEWIS,1894) ドゥガネヒラタコメツキ
山形県立川町月山:5 (i'、 u,5早♀ ,13-l6.  VL1994;  三重県度会郡南島町 : , 16. I V. 1992.

corymbitodes sp.  =セホソヒラタコメツキ(仮称)
山形県立川町月山:1 , l 3- 16. VI . 1994.

石川の高羽正治氏が白山周辺などで採集された資料で気がっいた種で, C. conco1orホソヒラ
タコメツキ, C kiiensisキイホソヒラタコメツキによく似ており, 精査したところ更に新潟'佐
渡・ 長野・ 山形・ 青森などの, 東北・ 北陸の日本海沿岸地周辺の山地に分布することが判明した・  こ
れら類似の種より太短い体形で, 色彩などは殆ど同じである. 本属には他にも未記載と見られる
個体群があり,  これと共に近く発表したい.
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Corymbitodes concolor (LEWIS, 1894) ホソヒラタコメツキ
山形県立川町月山:1 ,1 ♀, l3- l6. VI.1994.

Acteniceruskiashianus(MrwA,1928) ホソシモフリコメツキ
山形県立川町月山:4 , 2♀♀, 13-16. VI. 1994.

Actenicerus orientalis(CANDilzE, l889) オオシモフリコメツキ
山形県立川町月山: l (i'、,13-16. vI. l994; 島根県出雲市稗原町:2♀早,l5-19. V. l994.

Anostirus(Ipostirus) daimio(LEWIS,1894) ダイミョウヒラタコメツキ
山形県立川町月山:1 (i'、,1 ♀,13-16. VI. l994.

selatosomus(Eanoides)puertlis(CANDtzE,1873) シリブトヒラタコメツキ
山形県立川町月山: 1 (i'、,13-16. VI.1994.

Ampedus(Miwaelater) carbMculus(LEWIS, l879) ヒメクロコメツキ
島根県出雲市稗原町: 1 早,17-19. V.1994.

Ampedus(Ampedus) tokugoensis W. SUZUKI,1985 ミヤマホソチャバネコメツキ
山形県立川町月山: l , 13-16. VI. 1994.
A a,7laｽaza1・tecta  ミヤマチャバネ,  A.  ls1l li,awal  ナガチャバネなどに極めて近似の種で るが
これらの全てとは雄交尾器側片先端部の形状が異なる. 長野・ 福井以北の青森までの高地からの
報告例があるが多いものではない.  なお山形からは既に記録がある.
Ampedus(Ampedus) hypogastrieus hypogastncus(CANDEzE,1873) アカハラクロコメツキ
島根県出雲市稗原町:2(i'' (i'、,15-17. V.1994;1 , 1 早, 17- l9. V. 1994.

Ampedus(Ampedus) tenuistriatus(LEWIS, l894) ホソクロコメツキ
山形県立川町月山: 1 (i'、, 13-16. VI. 1994.

Ampedus(Ampedus) tambaKIsHll, l976 タンバコクロコメツキ(写真2 )
島根県出雲市科原町: 1 ♀, 17-19. V. 1994.
北海道から四国まで分布は広いが, 本州では兵庫県以西からの記録を見ていない.  島根県の出
雲市で得られた今回の雌資料では, その貯精嚢内の刺状突起 (写真2b) は形状・ 本数ともに, 他地
域のものと同様であった.
SadoganusbabaiOHIRA,1956 ババムナビロコメツキ(写真3 )
山形県立川町月山: 1 ♀,13-16. VI.1994.
前胸背板の側緑線前端が全角部に達しない特異な構造を持つ種で, 現在日本固有の属で且つ知
られているのはこの1 種のみである. 雄交尾器も側片先端部は単純でフック状部はなく ,  この亜
科で所属するAgriotiniカバイロコメツキ族の他のグループとは異質であるが, 雌貯精嚢内にあ
る2 種3 個の角質板形状はEctinoldes insigtlitusヨツキボシやEctinus so''locusカバイロに似た
形状である. 東北地方では靑森からの記録があるのみで, 山形からは初めてと思われる.
Dalopiuspatagiatus(LEWIS, l894)  クロスジヒメコメツキ
山形県立川町月山:2早早,13-16. VI.1994.

EctinushigonMs(LEWIS,1894)  クロムナボソコメツキ
山形県立川町月山:1 早, l3-l6. VI.1994.

Ectinusmsidiosus(LEWIS,1894) キアシクロムナボソコメツキ
山形県立川町月山:1 早,13-16. VI. 1994.
canussen'ceussen'ceus (CANDEzE, l878) カバイロコメ ツキ
山形県立川町月山:2 (i'、 (i'、,3 早早, l3-l6. VI.1994.

Glyphonyx dalopioides NAKANE,1958 クロスジクチボソコメツキ
千葉県木更津市草敷:1 ex.,22-23. VI.1994.

SilesismusculusmuscldusCANDEzE,1873 クチブトコメツキ
山形県立川町月山: l4 exs.,13- l6. VI. l994; 三重県海山町河内:1 ex.,21. VII i993, at light.
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写真1-3 : 1, コガタムネスジダンダラコメツキ( f. 山形県月山, l l .9 mm);2, タンバコクロコメツキ: a, ( ♀, 島根県出 市

7.6 mm): b, 雌貯補前・刺状構造 (同 ,8276) ;3,  ババ ナビロコメツキ( ♀, 山形県月山 ,10. 8  mm

Metanotus annosus CANDEzE, l865 クロツヤクシコメツキ

島根県出雲市稗原町:2 ♀, l5-17. V.1994;7 (i'' (i'、,3早早, l7-19. V.1994.
MetanotuscorrectuscorrectusCANDEzE, l865 ヒラタクロクシコメ ツキ
島根県出雲市稗原町:1 (i'、,17-19. V.1994.

MelanotussenilissenitisCANDEzE,1865 クロクシコメツキ
島根県出雲市稗原町:1 早,15-17. V.1994.

Melanotus spernendus spernendus CANDEzE,1873 ナガチャクシコメツキ
島根県出雲市稗原町:2 , l7-19. V. l994.
珍しい種ではないが, 他の多くのクシコメツキ類に比べると, 多数個体が一時期に同じ場所で
得られることは少ない. 本土並びに付属諸島の多くで広く分布が知られており, 隠岐からは報告
があるが, 島根県本土での記録はないようである.
Sphmiscosomus cete cete CANDtzE,1860アカアシオオクシコメツキ
島根県出雲市科原町:1 ♀,15-17. V.1994;2 ,2早早,17-19. V.1994.

Spheniscosomuskoikei (KIsHn et OHIRA, l956) ヒラタクシコメツキ
三重県海山町河内:2 (i'、 f,21. VII i993, at light.

Dicronychus nothus(CANDtzE, l865) オオハナコメツキ
千葉県木更津市草敷:9 exs.,22-23. VI. l994.

Paracardiophorus opacus(LEWIS,1894) クロコハナコメツキ
山形県立川町月山:2 (i'、 f,1 早,13-l6. VL1994;千葉県木更津市草敷:1 ex.,22-23. VI. l994.

<参考文献 >
KlsHu, T. (1984) The Elalerid-beelles of the tribe Agriotini from Japan(Coleoptera: Elateridae, Elaterinae). The Elateridae of Japan, 1

Bull. Heian High Sch., Kyoto,28:1177.
_ (l987) A taxonomic study of the Japanese Elateridae(Coleoptera), with the keys to the subfamilies, tribes and genera, Kyoto

l - 262.
- (1999) A check-list of the fmnily Elateridae from Japan(Coleoptera). Bull. Heian High Sch.,  Kyoto,42: l -144.
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分子生物学的手法によるネ ジレバネの系統解析の近況

木船悌嗣
〒814-0153 福岡市城南区植井川六丁日l7- l3

寄生性昆虫の中でも特異な形態を持ち, 顕著な雌雄二形を示し, かつ変わった生活史を持つネジ
レバネ類の系統については, 長らくコウチュウ日に近縁だと考えられ, 時にはコウチュウ目の中の
一上科として扱われたことさえあった. そのもっとも大きな理由は, ♀は翅を持たず, 有翅の で

も前翅は棒状で直接飛翔の役には立たず, 膜状の後翅でどうにか飛ぶことが可能な点が, 同じく後
翅で飛翔するコウチュウと共通だからということであった. 確かにコウチュウの中にはマドボタル
やコバネオオハナノミ類のように, 雄は翅を持つてぃても雌は無翅という例がある. そのような事
例から見てもこのような推論は無理からぬことであったといえる.  しかし (シミ類に寄生する群を除
いては) , 雌が無脚で終生宿主体から離脱せず, 羽化した雄の飛来を待って交尾した後に, 卵を産み
落とすのではなく , その体内で解化した1齢幼虫を尾端からではなく腹側に開いた3~5本の管を通し
て単に放出するだけで, 後は幼虫の運まかせという生殖方法はかなりユニークなものである.  1 齢
幼虫が自らの力で宿主に到達し, その体内に侵入するという点ではオオハナノミ類などと似通って
いるが,  しかしオオハナノミの幼虫はいずれ宿主体外に出て, その後寄主の体液を外部寄生虫とし
て吸収し, 死に至らしめるところが根本的に違つてぃる. 一方, 幼虫時代は完全に内部寄生という

のはコバチやコマユバチあるいはヒメバチのようなヤドリバチ類では普通的に見られる現象である.
しかし, これらの類の雌はたとえ翅を持たぬものでも, 成虫になれば機能的な6脚を有し, 宿主体か
ら離脱して自由生活を営むことができ,  しかも自ら適当な宿主を見つけてその体内に産卵するとい
う点ではネジレバネとは全く異なっている. 実は最も古くRossI (1793) によって記載されたネジレバ
ネ(アシナガバチ寄生種の であった) は最初Ichneumon属(ハチ目ヒメバチ科) のものと考えられた
く らいである. ネジレバネ類が他の昆虫とは一線を画する独立の目を構成するものだと主張したの

はその20年後のKIRBY(1813) であるが, それでもなかなか学界の承認を得るまでには時間がかかり,
トビケラ目やハエ目の中に入れられたりしたこともあった.  しかし, 大勢としては, l9世紀の間は
コウチュウ日の中の1 科Sty1opidaeという扱いにとどめた報告がほとんどである.

20世紀に入ってからは, ネジレバネ類を再び独立した目として1908年に予報的にその概観を行い,
1909年に初めて世界的なモノグラフを書いて, ネジレバネ目はハエ目に近縁の独立した日だと主張
するPIERCEの業績が出てからもなおこの傾向は続き, それにたまりかねたかのようにPIERCE(1936,
1964) は再度にわたって論文を書いている. その理由としては, ((i'、成虫の) 付節が isomerousである
こと (6 脚とも付節数が同じ, 最多は5節で1対の爪があるが,  6 節以下だと爪を失って最少は2 節,
通常近縁だとされるオオハナノミやツチハンミョウでは付節数がheteromerousで5-5-4節, の蛹

にコナジラミやカイガラムシおよびハエ目の環縫群で見られるような蓋 (cephalotheca) があること,
後胸部の構造はコナジラミ群のそれに類似し, キイチゴの果実状の複眼 (個眼が半球状に膨れている
こと) はカイガラムシ群やハエ日の一部には見られるがコウチュウ目にはそのような特徴をもったも
のはなぃといつた事柄である. このほか, JEANNEL(1945) は, 胸部の構造の類似性や胚の発生の様
子, および幼虫の形態などを比較してハチ目に近緑だという意見を述べたが, これに賛成した人は
ほとんどなかったようである.

l980年代までは, 上述のように専ら比較形態学や比較発生学に立脚した論議が進められて来た.
しかし, 近年分子生物学の発達にともなって, 生化学的な検討を行おうとする試みが活発になって
来てぃる. このほど編集子からこの方面からのネジレバネの類縁関係について書くようにとの要請
を受けたが, 筆者はこの分野の基礎知識にいたって疎く,  とても解説などできる身ではないので,
お求めにお応えする意味で, 知る限りの関連論文をご紹介して, ご参考に供し, 何とか責を果たし
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たいと思う .
分子生物学的手法を用いてネジレバネの類縁関係を追求したのは, 恐らくWHmNG& WHEELER

(1994) が最初であろう. 彼らは完全変態を行うすべての目の昆虫を中心に(短い速報のため用いた材
料の種名は全く挙げてぃなぃ) l8S rDNAの配列を調べ, ネジレバネがハエ目の姉妹群であると述べ
た. そして, ultrabithorax(Ubx) 蛋白の表現作用の変異がもとで胸部第2 節に働くべき所が後胸に,
同第3 節に作用すべき機能が中胸にと働いたために, ハ工目では中胸にある翅がネジレバネ日では
平均棍となり, 逆に平均視となるはずの後胸の器官が機能的な1 対の翅に変化したのだという仮説
を提唱した. その例としてガガンボの1 種とァリネジレバネの1 種Caer1ochota;xfenyes1 の胸部背面
の比較写真を図示した. 続いてCARMAN & CREsPI (1995) も同じく 18S rDNAを用いて調べた結果,
ネジレバネ(実はその試料の属名さえ記載されてぃなぃ ! ) はやはりハエ目(そのサンプルはヤプカ属
とショウジョウバエ属) に最も近いと結論している. ついでCHALwATzIs, BAUR et at. (1995) は18S
rRNAの遺伝子を用いて, ネシレバネはXenos vesparum (アシナガバチ寄生) を主体に一部Stylops
met加ae( ヒメハナバチ寄生) のデータを加え, その宿主のアシナガバチPolistes domlnulusおよびッ
チハンミョウの1 種Melee proscarabaeus(和名オオッチハンミョウ) と比較した. その結果, ネジ
レバネはコウチュウ目よりも八工目に近いという結論を得てぃる. 引き続いてCHALwATzIs, HAuF
et al. (1996) はネジレバネ3 種(Stylops melittae, Xenos vespa,-um, Mengenlua c11obaut1 - シミ類寄
生, 早は宿主から脱出して自由生活を営める) を含む13目22種の昆虫の18S rRNA を用いてそれら
の類緑関係を調べ,  どのような計算式を用いてもネジレバネ目に最も近いのは, S? lops metittaeの
5.8s rDNAを用いて, ネジレバネ目とハエ目は姉妹群だと結論した. 同年, WHmNG(l998) は再び
彼の主張(ネジレバネ日/ハエ目近縁説) を補強している.  しかし, RoKAs et al. (1999) はハエ目( ショ
ゥジョウバエとハマダラカ) やチョウ日 (カイコ) のen classのhomeoboxには intronが入つてぃる
のにネジレバネ日(試料はクツワムシ類寄生のSti(、11otrema da11atorreanumとS novaegultleae) やハ
チ日( ミッバチ) ・ コウチュウ目(コクヌストモドキ) やその他のoutgroupsにはそれが見られないこ
とから, ネジレバネ目とハエ日の類緑牲に疑問を投げかけている. 以上の諸論文の結論から見ると,
どうもネジレバネ目はハエ日に緑が近いような気配であるが, 少なくとも口器の形態から見れば,
成虫においては吸収口が主体のハエ目よりは(非機能的とはいえ) 咀嚼形式の口を持つネジレバネ目
の方が祖先型を保つてぃるように筆者には思われる. 試料は主として l8Sあるいは28S rDNAが用
いられて来てぃるが, 何か他により適当な試料はないものであろうか.
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2003年6 月採集会の報告

2003年6 月l4 ~15 日, 兵庫県波賀町の赤西 - 音水渓谷において2003年夏期採集会が開かれ, l5名
の参加がありました. 初目はあいにくの雨天でしたが, 早めに現地に到着された方々が, 林道沿い
の樹々 を叩いたり, 花を掬ったりと, めぃめぃ採集を満喫されたようでした. また, 会場への道中
で採集地へ立ち寄ってこられた方もあり, 午後7時頃には参加者全員が宿泊所「波賀' 高砂の家」に
揃い, 夕食会となりました. 乾杯の音頭の後, 夕食を囲んで虫談義に花が咲き, 普段なかなか出会
ぅことのできなぃ虫仲間どうしの懇親の場となりました. その後, この場の雰囲気は宿舎の個室へ
と持ち越され, 熱のこもった意見交換がなされる中, 夜遅くまで部屋の明かりが途絶えることはあ
りませんでした.

2 日目は, 記念撮影後, 会もお開きとなり, 参加者もめぃめぃの採集地へと向われました・ 赤
西. 音水渓谷に行かれた方と砥峰高原に向われた方が多かったようです. 私は砥峰高原のグループ
にお邪魔させてもらい, 主にスイー ピングで草原性の甲虫を採集しました. ここは送電線 (高圧線)
が比較的低位置にあり, 採集に熱中しているときは意外と気付かないものなので, カーボン製長竿
を使用することの多い我々は安全確認には万全を期す必要性を感じました. その他のグループの
方々 も2日目を終え, 皆無事に帰途につかれたようです.
今回の採集会は, 参加者にとって, 採集した甲虫だけでなく, 相互に有益な情報の交換や今後の
課題を検討する場となった点において, 非常に有益なものになりました. (米田友祐)
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